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1 調査概要 

調査内容は表 1-1、調査範囲は図 1-1に示すとおりである。 

 

表 1-1 調査内容 

調査項目 調査地点、調査範囲 実施時期 

植物調査 植物相調査 道路計画線端部から 100m程度の範囲 

早春(令和 3年 3月 17日) 

春季(令和 3年 4月 27日) 

夏季(令和 3年 7月 2日) 

秋季(令和 2年 11月 4日) 

動物調査 

哺乳類調査 
道路計画線端部から 250m程度の範

囲,トラップ 2箇所  

春季(令和 3年 4月 19・20日) 

秋季(令和 2年 11月 12・13日) 

鳥類調査 道路計画線端部から 250m程度の範囲 

冬季(令和 3年 1月 13日) 

春季(令和 3年 5月 11日) 

夏季(令和 3年 7月 6日) 

両生類・爬虫類調査 道路計画線端部から 250m程度の範囲 
春季(令和 3年 4月 19・20日) 

夏季(令和 3年 7月 2日) 

魚類調査 
道路計画線端部から 250m程度の範囲

の河川(野川及び自然再生地) 
夏季(令和 3年 8月 20日) 

昆虫類調査 
道路計画線端部から 250m程度の範

囲,トラップ 2箇所程度 

春季(令和 3年 5月 6・7日) 

夏季(令和 3年 8月 2・3日) 

底生動物調査 
道路計画線端部から 250m程度の範囲

の河川(野川及び自然再生地) 
夏季(令和 3年 7月 29日) 
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図 1-1 調査範囲 
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2 調査方法 

2.1 植物調査 

2.1.1 植物相調査 

調査範囲を踏査し、生育している維管束植物を記録した。重要種が確認された場合には、確認

位置及び個体数等を記録した。現地で種の同定が困難な場合には、植物体を採取して持ち帰り、

同定を行った。調査は早春、春季、夏季、秋季の4回とした。 

 

2.2 動物調査 

2.2.1 哺乳類調査 

哺乳類調査はフィールドサイン法、トラップ法のほか、任意に無人撮影機による調査を行った。

各調査方法は、以下に示すとおりである。調査は春季、秋季の 2回とした。 

 

① フィールドサイン法 

調査範囲を任意踏査し、哺乳類の痕跡（足跡、糞、食痕等）を地図上に記録するとともに、可

能な限り写真撮影を行った。重要種が確認された場合には、確認位置及び確認データ（確認日・

確認方法・個体数等）を記録した。 

 

② トラップ法 

シャーマントラップを用い、小型哺乳類（ネズミ類）を捕獲した。内部に誘引用の餌を入れた

シャーマントラップを 1地点 10個設置し、翌日に回収を行った。捕獲された場合は、種の同定に

必要な部位の測定及び代表個体の撮影を行った。回収時に死亡していた個体は現地に埋設した。 

調査地点は 2地点とし、設置を行う際には、設置を行っている旨を示した看板を設置し、周知

を行った。 

 

③ 無人撮影 

春季の調査では、上記調査を補足するため無人撮影を行った。哺乳類の痕跡や獣道等を探し、

比較的撮影しやすい地点に無人撮影装置（センサーカメラ）を設置した。撮影期間は 1晩とし、

哺乳類が撮影された場合は、種名、撮影日時、個体数等を記録した。 
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シャーマントラップ 

 

・アルミ製の箱罠 

・罠の大きさ（2種類） 

 

 

大：入り口 8cm×9cm、奥行き 23cm 

小：入り口 5cm×6cm、奥行き 15cm 

 

無人撮影機 

 

写真 2.2-1 哺乳類調査に用いた機材 

 

2.2.2 鳥類調査 

鳥類調査はラインセンサス法・定点観察及び任意観察を行った。各調査方法は、以下に示すと

おりである。調査は春季、夏季、冬季の 3回とした。 

 

① ラインセンサス法・定点観察 

事前に選定したルート上を歩き、ルート上のおおむね片側 25ｍの範囲内に出現した鳥類の位

置・確認状況・個体数等を記録するとともに、確認された種は可能な限り写真撮影を行った。 

定点観察は 1 地点 30 分間とどまって観察される鳥類を記録する。調査には 8 倍程度の双眼鏡

または 20～60倍程度の望遠鏡を用いた。 

調査は鳥類の活動が活発な早朝から午前中に実施した。 

 

② 任意観察 

調査範囲内を任意踏査し、出現した鳥類を記録する。重要種が確認された場合には、確認位置

及び確認データ（確認日・確認方法・個体数等）を記録するとともに、可能な限り写真撮影を行

う。 

なお、鳥類調査以外の調査時に新たな種が観察された場合も含めて調査結果を整理した。 
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2.2.3 両生類・爬虫類調査 

調査範囲を踏査し、目視観察により両生類・爬虫類を探索し、確認された場合は確認位置等を

地図上に記録するとともに、可能な限り写真撮影を行った。調査は春季、夏季の 2回としたが、

秋季の哺乳類調査時に確認された両生類・爬虫類についても同様に記録した。 

 

2.2.4 魚類調査 

調査範囲の水域に生息する魚類を把握するため投網、タモ網による魚類の採捕調査を行った。

調査は、野川は調査範囲の上流側と下流側の 2地点と自然再生事業実施地内の池、水路とした。

調査に用いた漁具は投網とタモ網で、投網の目合い 12mm と 18mmである。採捕された魚類は、種、

個体数、体長区分等を記録し、種ごとに写真撮影を行って現地に放流した。また、一般観測とし

て天候、気温、水温等を記録した。調査は夏季の1回とした。 

 

採捕に用いた漁具 

  

【投網】2統（裾周 16m・目合い 18mm、裾周 11.3m・

目合い 12mm） 

【タモ網】2本（縦 34cm、幅 36cm、目合い 3mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12mm 

18mm 

3mm 

3mm 
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2.2.5 昆虫類調査 

昆虫類調査は、一般採集・直接観察のほかライトトラップ法及びベイトトラップ法を用いた。

調査は春季、夏季の 2回とした。各調査方法は、以下に示すとおりである。 

 

① 一般採集・直接観察（ビーティング法、スウィーピング法等） 

調査範囲を任意に踏査し、樹林地や林縁部等の環境を対象として捕虫網等を用い昆虫類を採集

した。重要種が確認された場合には、確認位置及び確認データ（確認日・確認方法・個体数等）

を記録した。 

 

写真 2.2-2 昆虫類調査イメージ 

 

② ライトトラップ法 

集光性昆虫類を対象にライトトラップによる採集を行った。ライトトラップはボックス法（光

源の下に大型ロート部と昆虫収納ボックスを取り付けたもの）とし、1 箇所に 1 個を 1 晩設置し

た。調査地点は 2箇所とした。 

 

 

・光源の下に大型ロート部と昆虫収納ボ

ックスを取り付けたもの 

ライトトラップ 

写真 2.2-3 ライトトラップの設置イメージ 
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③ ベイトトラップ法 

徘徊性昆虫類を対象にベイトトラップを設置し、採集を行った。ベイトトラップは、プラスチ

ック等のコップを用いて中に誘引餌（ベイト）を入れ、コップの縁が地表面と同等の高さになる

ように地中に埋め、中に落ちた昆虫類を採取する手法である。コップは 1箇所あたり 10個で 1晩

設置した。調査地点は 2箇所とした。 

 

 

・市販のプラスチックコップ 

写真 2.2-4 ベイトトラップ 

 

2.2.6 底生動物調査 

調査範囲内の野川及び隣接する自然再生事業地の水域について底生動物の調査を行った。調査

方法は、タモ網等による定性採集と野川についてはコドラートによる定量採集を行った。採集し

た底生動物は持ち帰り室内分析を行った。調査は春季の 1回とした。 

 

 

・定性採集の様子 

写真 2.2-5 底生動物調査のイメージ 
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採集に用いた器具 

  

【Dフレームネット】1本（縦 34cm、幅 36cm、

目合い 0.493mm） 

【サーバーネット】1本（25cm×25cm、目合い

0.493mm） 

 

 

 

2.3 重要種の選定基準 

重要な種(重要種)の選定基準は以下のとおり、法令と絶滅のおそれのある種に関する資料に基づ

くものとした。 

 

表 2.3-1 重要な種の選定基準 

No. 略称 選定基準 

① 文化財保護法 
「文化財保護法」（昭和 25 年 法律第 214 号）により国、東京都、府中

市、小金井市等の天然記念物、特別天然記念物に指定されているもの 

② 種の保存法 

「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存に関する法律」（平成 4年 法

律第 75 号）による国内希少野生動植物種、特定第一種国内希少野生動植

物種、特定第二種国内希少野生動植物種 

③ 環境省 2020 「環境省レッドリスト2020」（令和 2年 環境省）の掲載種 

④ 東京都 2020 

「東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）-東京都レッドリスト(本土

部)2020年版」（令和 3年 東京都環境局）の掲載種で「北多摩」「多摩

部」の該当種 
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表 2.3-2に各選定基準での区分(カテゴリー)とその概要を示す。 

 

表 2.3-2 重要種の区分の概要 

選定基準 区分 略号 概要 

文化財保護法 

・各自治体の

文化財保護条

例 

天然記念物 天然 文化財のうち、動物、植物で我が国にとって学術上

価値の高いもの。地域を定めずに種で指定されてい

るものが該当する。現状を変更し，あるいはその保

存に影響を及ぼす行為をしようとする場合、文化財

保護法により、文化庁長官の許可を要することとさ

れている。自治体の条例もこれに準じる。 

特別天然記念物 特天 天然記念物のうち、とくに重要なもの。 

種の保存法 国内希少野生動植物種 国内 国内に生息・生育する絶滅のおそれのある野生生物

のうち、人為の影響により存続に支障を来す事情が

生じていると判断される種（または亜種・変種）。レ

ッドリストの絶滅危惧種(CR,EN,VU)から法令で指

定される。捕獲や売買、譲渡などが禁止されている。 

特定第一種国内希少野生動植物種 特一 国内希少野生動植物種のうち、商業的に個体の繁殖

をさせることができる種。人工繁殖個体は、届け出

を行い売買等ができる(野生のものは捕獲禁止)。 

特定第一種国内希少野生動植物種 特二 国内希少野生動植物種のうち、里山など身近に生

息・生育するもので個体数が比較的多く、個体数の

回復の見込めるもの。販売等の目的での捕獲は禁止

されているが、それ以外の目的では捕獲等できる。 

レッドリスト・

レッドデータ

ブ ック (環 境

省・東京都) 

絶滅 EX 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

野生絶滅 EW 
飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに外側

で野生化した状態でのみ存続している種 

絶滅危惧 I類 

絶滅危惧 IA類 CR 
ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極

めて高いもの。 

絶滅危惧 IB類 EN 
IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶

滅の危険性が高いもの。 

絶滅危惧 II類 VU 

現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用

する場合、近い将来「絶滅危惧 I類」のカテゴリー

に移行することが確実と考えられるもの。 

準絶滅危惧 NT 

現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化

によっては「絶滅危惧」として上位カテゴリーに移

行する要素を有するもの。 

情報不足 DD 評価するだけの情報が不足している種 

絶滅のおそれのある地域個体群 LP 
地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高

いもの｡ 

留意種 * 

準絶滅危惧のレベルではないが、相対的に個体数が

少なく容易に減少することがあり得る種。東京都レ

ッドリストで採用されている区分。 
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3 植物調査結果 

3.1 植物相調査 

植物相調査は、秋季は令和 2年 11月 4日、早春季は令和 3年 3月 17日、春季は 4月 27日、

夏季は 7月 2日に実施した。また、植物群落調査(7月 20日実施)で記録された植物についても

植物相調査結果の一部として取り扱った。 

調査の結果、111科 493種の植物が確認された。このうち原産地が国内である在来種は 329

種で約 3分の 2である 66.9％を占め、原産地が海外である外来種は 149種で 30.2％、園芸品種

などで栽培される品種(不明を含む)は 15種、3.0％となっている。また、自生状態で生育して

いるものは 376種で 76.1％、植栽されたことが明らかなものは 118種で 23.9％となっている。 

 

 

表 3.1-1 確認された植物種数 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.1-2 在来種・外来種等の区分別種数 

 

 

 

 

 

 

表 3.1-3 自生・植栽別の種数 

 

  

門 亜門 綱 科 種

シダ植物 7 15
種子植物 裸子植物 3 8

被子植物 モクレン類 6 13
単子葉植物 16 119
双子葉植物 79 338

111 493
※:分類は「BG Plants 和名－学名インデックス」APG III,による

区分 種数(種) 割合(％) 　　　　　備考

在来種 329 66.7 原産地が国内

外来種 149 30.2 原産地が海外
栽培品種等 15 3.0 園芸品種など

計 493 100

※：外来種の判定基準は国立環境研究所,侵入生物データベース等による

区分 種数(種) 割合(％) 　　　　　備考

自生 375 76.1 自生状態のもの
植栽 118 23.9 植栽されたもの

計 493 100

※：同一種で自生と植栽双方がみられるものは自生とした。



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3.1-4 植物確認種(1) 
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表 3.1-4 植物確認種(2) 
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表 3.1-4 植物確認種(3) 
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表 3.1-4 植物確認種(4) 
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表 3.1-4 植物確認種(5) 
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表 3.1-4 植物確認種(6) 
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4 動物調査結果 

4.1 哺乳類調査 

哺乳類調査は秋季(令和 2年 11月 12・13日)と春季(令和 3年 4月 19・20日)に実施した。調

査方法は踏査によるフィールドサインの確認とシャーマントラップによる小型哺乳類の捕獲確

認のほか、春季調査では無人撮影を図 4.1-1で行った。 

調査の結果、表 4.1-1で示すとおり哺乳類 3目 4科 4種類が確認された。 

 

表 4.1-1 哺乳類確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 目和名 科和名 種和名 秋季 春季 重要種 外来種

R2.11.12･13 R3.4.19/20
種の保存

法
文化財保
護法

環境省 東京都

1 モグラ目（食虫目） モグラ科 モグラ科の一種 ● ●
2 ネズミ目（齧⻭目） ネズミ科 アカネズミ ●
3 ネコ目（食肉目） アライグマ科 アライグマ ● ● 特定外来
4 イヌ科 ホンドタヌキ ●

3目 4科 4種 3種 3種 0種 0種 0種 0種 1種
 種の名称及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト(2020年版)」(河川環境データベース,国土交通省)に準拠した。

重要種選定基準:

 　種の保存法;絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成4年6月5日．法律第75号)

 　　国内：国内希少野生動植物種,国際：国際希少野生動植物種

　文化財保護法;「文化財保護法」（昭和25年　法律第214号）により国、東京都、府中市、小金井市等の天然記念物、

　　特別天然記念物に指定されているもの

　環境省2020：環境省レッドリスト2020の公表について（報道発表）（令和2年3月．環境省）

 　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧

 　　DD：情報不足　 LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　東京都2020:東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）-東京都レッドリスト（本土部）2020年版-」（令和3年　東京都環境局）

　　の「北多摩地区」「多摩地区」の掲載種

 　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧

　　DD：情報不足　*：留意種

外来種：侵入生物データベース(国立研究開発法人 国立環境研究所ホームページ)より作成

　外来種:人間によって自然分布域以外の地域に移動させられた生物

　特定外来:外来生物法の指定種
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図 4.1-1 哺乳類トラップ設置位置 
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4.2 鳥類調査 

鳥類調査は、冬季(令和 3年 1月 13日）と春季(令和 3年 5月 11日)、夏季(令和 3年 7月 6

日)に実施した。調査ルートは図 4.2-1 に示す 3ルートである。このほか調査範囲内を踏査

し、確認された鳥類を記録した。さらに鳥類以外の調査時に観察された種も任意に記録した。 

調査の結果、表 4.2-1に示すとおり鳥類 10目 25科 35種が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4.2-1 鳥類調査位置 
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4.3 両生類・爬虫類調査 

両生類・爬虫類調査は春季(令和 3年 4月 19・20日)と夏季(令和 3年 7月 2日)に実施した。

このほか、秋季、春季の哺乳類調査時やその他の調査時に確認された両生類・爬虫類も併せて

記録した。 

調査の結果、表 4.3-1に示すとおり両生類 3種類、爬虫類 5種類が確認された。 

 

表 4.3-1 両生類・爬虫類確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 昆虫類調査 

現地調査虫類調査は春季(令和 3年 5月 6・7日)及び夏季(8月 2・3日)の 2回実施した。 

調査の結果、表 4.4-1に示すとおり昆虫類 14目 136 科 425 種が確認された。春季は 252

種、夏季は 275種と夏季がやや多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季 春季 夏季 その他 重要種 外来種
No. 綱和名 目和名 科和名 種和名 R2.11.12

･13
R3.4.19･
20

2021/7/2
,6

種の保存
法

文化財保
護法

環境省
2020

東京都
2020

1 両生類 無尾目 ヒキガエル科 ヒキガエル ● ● ● ● VU

2 アマガエル科 ニホンアマガエル ● ●

3 アカガエル科 ウシガエル ● ● 特定

4 爬虫類 カメ目 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ ● 外来種

5 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ ● ● ● *

6 トカゲ科 ヒガシニホントカゲ ● VU

7 カナヘビ科 ニホンカナヘビ ● ● ● VU

8 ナミヘビ科 アオダイショウ ● ● NT

3目 8科 8種 3種 5種 4種 6種 0種 0種 0種 5種 2種

  種の名称及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト(2020年版)」(河川環境データベース,国土交通省)に準拠した。

※：秋季は哺乳類調査として実施。

　環境省2020：環境省レッドリスト2020の公表について（報道発表）（令和2年3月．環境省）

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧　　DD：情報不足　 LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

　東京都2020:東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）-東京都レッドリスト（本土部）2020年版-」（令和3年　東京都環境局）の「北多摩地区」の掲載種

　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧　　DD：情報不足　*：留意種 

　外来種：侵入生物データベース(国立研究開発法人 国立環境研究所ホームページ)などにより作成

　　　外来種:人間によって自然分布域以外の地域に移動させられた生物,　　特定:外来生物法の指定種

※今回確認されたヒキガエルは、小型の個体(幼体）だったことから完全な種の確定に至らなかった。
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表 4.4-1 昆虫類確認種(1) 
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表 4.4-1 昆虫類確認種(2) 



24 

 

 

 

表 4.4-1 昆虫類確認種(3) 
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表 4.4-1 昆虫類確認種(4) 
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表 4.4-1 昆虫類確認種(5) 
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4.5 魚類調査 

4.5.1 現地調査 

魚類調査は夏季(8月 20日)の 1回実施した。 

調査の結果、表 4.5-1の示すとおり魚類 3目 4科 11種類が確認された。 

 

表 4.5-1 魚類確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6 底生動物調査 

底生動物調査は春季に実施予定であったが、本年度は 3月から 6月中旬まで野川の調査対象

区間が渇水状態で、6月下旬に流量が回復したため夏季(7月 29日)に実施した。 

調査の結果、底生動物 4門 8綱 18目 37科 66種類が確認された。分析結果を表 4.6-1に示

す。 

 

 

 

  

  種の名称及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト(2020年版)」(河川環境データベース,国土交通省)に準拠した。

　環境省2020：環境省レッドリスト2020の公表について（報道発表）（令和2年3月．環境省）

 　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧　　DD：情報不足
 　　 LP：絶滅のおそれのある地域個体群

　東京都2020:東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）-東京都レッドリスト（本土部）2020年版-」（令和3年　東京都環境局）の「北多摩地区」

　、「本土部」の掲載種
 　　EX：絶滅　EW：野生絶滅　CR：絶滅危惧ⅠA類　EN：絶滅危惧ⅠB類　VU：絶滅危惧Ⅱ類　NT：純絶滅危惧　　DD：情報不足　*：留意種

　※1:「フナ類」と「ドジョウ類」は確実な種の同定に至らなかったが、それぞれ「ギンブナ」および「ドジョウ」「キタドジョウ」

　　に該当する可能性が高いため重要種として扱った。
　※2:外来種は「改訂増補日本の淡水魚」(山と渓谷社,2019年)による。「国内」は国の他地域から移入されたもの、「国外」は国内からの移入種

No. 目 科 種

1 コイ目 コイ科 コイ（飼育型）

2 フナ類

3 タイリクバラタナゴ

4 オイカワ

5 ヌマムツ

6 モツゴ

7 タモロコ

8 ドジョウ科
ドジョウ類(ドジョウ・キ
タドジョウ）

9 ヒガシシマドジョウ

10 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ

11 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ

3目 4科 11種類

重要種 外来種

環境省 東京都2020

2020 北多摩 本土部

国内

DD DD -

国外

DD DD

国内

国内

NT･DD DD DD

VU VU

国内

VU CR CR

2種類 5種類 5種類 5種類
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 b
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.
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節
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オ
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 s
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ヨ
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ダ
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科
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ガ
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ア

シ
ダ

ニ
属
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ct
id
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 s
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4
 

+
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軟
甲

綱
ヨ

コ
エ

ビ
目

ハ
マ

ト
ビ

ム
シ

科
オ

カ
ト

ビ
ム

シ
M

or
in

oi
a 

hu
m

ic
ol

a
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ホ

ン
オ

カ
ト

ビ
ム
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or
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オ
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.
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科
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ナ
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eo
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di
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 d
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リ
ヌ
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エ
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属
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ca
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di
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 s
p.
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国
外
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0
 

テ
ナ

ガ
エ

ビ
科

ス
ジ

エ
ビ

Pa
la

em
on

 p
au

ci
de

ns
2
 

*
*

2
1
 

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

科
ア

メ
リ

カ
ザ

リ
ガ

ニ
Pr

oc
am

ba
ru

s 
cl

ar
ki

i
1
 

1
 

1
 

総
合

対
策

2
2
 

昆
虫

綱
カ

ゲ
ロ

ウ
目

（
蜉

蝣
目

）
ヒ

メ
シ

ロ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

ヒ
メ

シ
ロ

カ
ゲ

ロ
ウ

属
C

ae
ni

s 
sp

.
2
 

+

2
3
 

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

ミ
ツ

オ
ミ

ジ
カ

オ
フ

タ
バ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
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en
tr

el
la

 g
no

m
1
2
 

+
9
 

+

2
4
 

サ
ホ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
Ba

et
is

 s
ah

oe
ns

is
1
9
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0
.
0
9
7
 

7
 

2
5
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0
.
1
4
4
 

5
 

2
5
 

フ
タ

モ
ン

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
Ba

et
is

 ta
iw

an
en

si
s

5
5
 

0
.
0
3
7
 

1
 

5
6
 

0
.
0
3
6
 

2
6
 

フ
タ

バ
カ

ゲ
ロ

ウ
属

C
lo

eo
n 

sp
.

1
 

6
 

5
 

2
7
 

ウ
ス

イ
ロ

フ
ト

ヒ
ゲ

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
La

bi
ob

ae
tis

 a
tr

eb
at

in
us

 o
ri

en
ta

lis
6
 

2
8
 

D
コ

カ
ゲ

ロ
ウ

N
ig

ro
ba

et
is

 s
p.
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1
2
 

+
1
 

1
4
 

0
.
0
0
4
 

2
9
 

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

シ
ロ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

Ec
dy

on
ur

us
 y

os
hi

da
e

1
 

3
0
 

ト
ン

ボ
目

（
蜻

蛉
目

）
イ

ト
ト

ン
ボ

科
ア

オ
モ

ン
イ

ト
ト

ン
ボ

属
Is

ch
nu

ra
 s

p.
3
 

3
1
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
コ

オ
ニ

ヤ
ン

マ
Si

eb
ol

di
us

 a
lb

ar
da

e
1
 

3
2
 

ト
ン

ボ
科

シ
オ

カ
ラ

ト
ン

ボ
O

rt
he

tr
um

 a
lb

is
ty

lu
m

 s
pe

ci
os

um
5
 

3
 

3
3
 

ウ
ス

バ
キ

ト
ン

ボ
Pa

nt
al

a 
fla

ve
sc

en
s

1
 

3
4
 

カ
メ

ム
シ

目
（

半
翅

目
）

ア
メ

ン
ボ

科
オ

オ
ア

メ
ン

ボ
Aq

ua
ri

us
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lo
ng

at
us

1
 

N
T

N
T

3
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ア
メ

ン
ボ

Aq
ua

ri
us

 p
al

ud
um

 p
al

ud
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1
 

1
 

3
6
 

ヒ
メ

ア
メ

ン
ボ

G
er

ri
s 

la
tia

bd
om

in
is

1
 

3
7
 

カ
タ

ビ
ロ

ア
メ

ン
ボ

科
ホ

ル
バ

ー
ト

ケ
シ

カ
タ

ビ
ロ

ア
メ

ン
ボ

M
ic

ro
ve

lia
 h

or
va

th
i
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3
8
 

マ
ツ

モ
ム

シ
科

コ
マ

ツ
モ

ム
シ

属
An

is
op

s 
sp
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1
 

3
9
 

ト
ビ

ケ
ラ

目
（

毛
翅

目
）

シ
マ

ト
ビ

ケ
ラ

科
コ

ガ
タ

シ
マ

ト
ビ

ケ
ラ

属
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he
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at
op
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ch

e 
sp
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ク

ダ
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ケ
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+
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ヒ
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ヒ
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双
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種

類
個

体
数

合
計

（
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体
／

サ
ン

プ
ル

当
り

）
1
0
5
7
 

5
5
 

5
5
9
 

8
1
 

6
7
 

1
種

3
種

3
種

5
種

湿
重

量
合

計
（

 
ｇ

 
／

サ
ン

プ
ル

当
り

）
6
.
5
7
5
 

-
1
.
5
7
4
 

-
-

検
体

別
確

認
種

数
（

　
　

　
種

　
　

　
）

2
6
 

2
6
 

2
1
 

2
6
 

2
0
 

地
点

別
確

認
種

数
（

　
　

　
種

　
　

　
）

4
0
 

3
9
 

2
0
 

※
湿

重
量

欄
の

｢
 
+
 
｣
は

0
.
0
0
1
g
未

満
を

示
す

※
種

順
は

基
本

的
に

｢
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
令

和
3
年

度
版

｣
に

従
い

､
ダ

ニ
目

は
日

本
産

ミ
ズ

ダ
ニ

類
目

録
（

安
倍

,
2
0
0
6
）

に
、

ユ
ス

リ
カ

科
は

「
ユ

ス
リ

カ
の

世
界

（
近

藤
　

他
,
2
0
0
1
）

｣
に

従
っ

た
。

 
 
種

の
名

称
及

び
配

列
は

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

の
た

め
の

生
物

リ
ス

ト
(
2
0
2
0
年

版
)
」

(
河

川
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
,
国

土
交

通
省

)
に

準
拠

し
た

。

　
環

境
省

2
0
2
0
：

環
境

省
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
2
0
2
0
の

公
表

に
つ

い
て

（
報

道
発

表
）

（
令

和
2
年

3
月

．
環

境
省

）

 
　

　
E
X
：

絶
滅

　
E
W
：

野
生

絶
滅

　
C
R
：

絶
滅

危
惧

Ⅰ
A
類

　
E
N
：

絶
滅

危
惧

Ⅰ
B
類

　
V
U
：

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

　
N
T
：

純
絶

滅
危

惧
　

　
D
D
：

情
報

不
足

　
　

 
L
P
：

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

域
個

体
群

　
東

京
都

2
0
2
0
:
東

京
都

の
保

護
上

重
要

な
野

生
生

物
種

（
本

土
部

）
-
東

京
都

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

（
本

土
部

）
2
0
2
0
年

版
-
」

（
令

和
3
年

　
東

京
都

環
境

局
）

の
「

北
多

摩
地

区
」

、
「

本
土

部
」

の
掲

載
種

 
　

　
E
X
：

絶
滅

　
E
W
：

野
生

絶
滅

　
C
R
：

絶
滅

危
惧

Ⅰ
A
類

　
E
N
：

絶
滅

危
惧

Ⅰ
B
類

　
V
U
：

絶
滅

危
惧

Ⅱ
類

　
N
T
：

純
絶

滅
危

惧
　

　
D
D
：

情
報

不
足

　
*
：

留
意

種

　
「

外
来

種
は

我
が

国
の

生
態

系
等

に
被

害
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
外

来
種

リ
ス

(
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ

ス
ト

)
」

(
環

境
省

・
農

林
水

産
省

、
2
0
1
5
年

)
、

侵
入

生
物

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

(
国

立
研

究
開

発
法

人
　

国
立

環
境

研
究

所
、

2
0
2
1
年

9
月

閲
覧

)
な

ど
に

よ
る

。


